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＜発行元・問い合わせ＞        
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おおたには
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じょう

    泉泉泉泉
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じ

 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 
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（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ③③③③    ～～～～    宗祖宗祖宗祖宗祖
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このコーナーでは、皆さんのご家庭にあるお内仏（仏壇）についてのアレコレを連載します。 

               

              報恩講

ほうおんこう

とは、親鸞

しんらん

聖 人

しょうにん

の御命日

ごめいにち

をご縁としてお勤

つと

めをし、仏法

ぶっぽう

 

             を聞き、お斎

とき

を食し語り合い、丸裸の”ひとり”として私自身と 

             出遇

あ

った者同士が朋

とも

として出遇

あ

う場です。 

              私たちは、親鸞聖人を宗祖

しゅうそ

としていただいています。では、親 

鸞さんとはどのような方だったのでしょうか？親鸞さんの９０年 

の生涯をこの紙面で語りつくすことはできませんが、一言で言え 

ば、親鸞さんは「決して人間を誤魔化さなかった人」であろうと 

思います。 

 親鸞さんは９歳でお坊さんになり、２９歳まで比叡山

ひ え い ざ ん

で修行を 

されます。その当時の仏教は、一生懸命修行（努力）をして、そ

れを成し遂げた人が救われていくようなものが主流でした。しかし、どれだけ真面目に修行に

打ち込もうと、真面目になりきれない人間の本性に気づかされ、それと格闘し、最後には山を

下りたのが親鸞さんです。例えば、肉や魚を食べ 

ずとも、米や野菜を育てるにも土を耕し虫を殺し、 

他のいのちを奪わずには食べることさえ、生きる 

ことさえできない人間の有様を誤魔化さず、まる 

ごと包み込む教えを示してくださったのが親鸞さ 

んなのです。      (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 

 

浄泉寺の本尊右側の厨子

ず し

に掛

けられた親鸞聖人のお軸 

 

2015 年 11 月 22 日、本山(京都・東本願寺)の 

御正忌

ご し ょ う き

報恩講

ほ う お ん こ う

に団体参拝してきました。 


